
震災、復興、そして   へ 未 来 

都 市 

福島県 南相馬市 



  

住民基本台帳人口 

市内居住者 市外避難者 

所在不明者 

（平成23年2月28日） （死亡者を含む） 

合計 71,494人 
43,380人( 0

人) 
26,383人( 41

人) 1,731人 

警戒区域 
2011.4.22～ 

計画的避難区域 
2011.4.22～ 

緊急時避難準備区域 
2011.4.22～9.30 

３．１１東日本大震災による被災状況 

鹿島区 

小高区 

原町区 

常
磐
線 

南相馬市役所 

・死者 631人 ・行方不明者 7人・負傷 59人（重 2人、軽 57人） 

 

      全世帯数    被害世帯数  

            23,898       1,635  

○津波被害面積（平成23年4月8日現在）       約40.8 k㎡  

  住民基本台帳人口 市内居住者 市外避難者 所在不明者 

計 
（2011.2.28現在）   

71,494人 43,380人 26,383人 
（死者含む） 

1,731人 

起伏を生じた排水路 

測定場所 測定最大値 ２０１２・１．３１の値 

南相馬市合同庁舎（北約24km） 20.0 （2011.3.12） 0.14 

南相馬市横川ダム（北北西約２２km） 2.14 （2011.5.7） 1.54 

○環境放射線の数値 (単位：μSv/h） 

M9.0 震度６強 

 耕地面積 
 （２０１０） 

  農地流失・湛水等 

被害推定面積 被害面積 

8,400 2,722 32,40％ 

津波浸水区域 

○農地流失・湛水等の被害推定面積 (単位：ｈａ) 

 

JR 

○住宅家屋被害 （平成23年8月26日現在） 

○人的被害 （平成24年1月31日現在） 

○物資（燃料）不足 

○医師不足 

○交通網の寸断 

○企業・事業所の撤退 

○情報網の寸断 



復旧・復興へ  
～震災１年の歩み～ 

営業を再開したスーパー 

学校・保育園の再開 

ボランティア・炊き出し 

インフラの応急復旧 

４月 

常磐線 原町～相馬間 再開 １２月 

１０月 

５月 

３月 

混乱する市役所窓口 

日々続く環境放射線モニタリング調査 

仮設住宅入居開始 

８月 

仮設工場・店舗で事業再開 

自衛隊による捜索活動 



南相馬市の復興に向けた方針 

●すべての市民が帰郷し 

 地域の絆で結ばれたまちの再生 

●逆境を飛躍に変える 

 創造と活力ある経済復興 

●原子力災害を克服し世界に発信する 

 安全・安心のまちづくり 

（南相馬市復興計画の基本方針） 

環境未来都市の取組方針 

●誰もが暮らしやすい 

    世代循環のまち 

●EDEN計画を核とした 

    循環型地域産業の創造 

●スマートシティによる 

    エネルギー循環型都市 

（環境未来都市構想で提案した項目） 



     環境教育 

津波被災地を中心に 

再生可能エネルギー基地 

集団移転住宅への 

太陽光発電とＥＶ導入 

売電収入 

省エネ意識向上 

 

新・ライフスタイル 

・研究施設誘致、新たな蓄電
方法など技術革新 

・電力制御システム構築 

・送配電網の整備、確立 

低炭素化 

省エネ 

・エネルギー消費削減 

・電力地産地消割合の増加 

市内全域へ
の拡大 

 

・脱、原発 

・住み良い地域社会 

 
原子力
発電に依
存しない
生活 

 

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
効
率
利
用
・効
率
循
環 

1.スマートシティによるエネルギー循環型都市 



住民それぞれの生活の質を高め、住民の帰還を進め、地域コミュニティの強化によって 

活力ある世代循環を目指す。 

アクティビティ・ハウス 

・バリアフリー、ユニバーサルデザイン 
・環境に配慮した素材での住宅 

再生可能エネルギーによる電力供給 

・ごみの減量 
・リサイクルの推進 
・省エネの取り組み 

・食堂、台所 
・ラウンジ、会議室 
 娯楽室 

・敷地内は、歩行と自転車を推奨 

・フットパスによる新たな移動手段の確保 

中庭 

2.誰もが暮らしやすい世代循環のまち 

津波被害集落の集団移転に関連して、地域のコミュニティの再構築と、年齢を重ねても 

元気に自分で暮らしていくことができるよう、取組を進める。 



南相馬市では、沿岸部の広い農地が津波による被害を受けました。また、原発事故による
農産物の出荷制限や、風評被害に悩まされています。これらを払拭し、南相馬の新しい地
域産業を創出するため、津波被害地域全体でクリーンエネルギーを活用した未来型農業を
計画しています。 
  

EDENとは、Ecotown Design Enterprise of Nansou の頭文字をとって、 
新しい南相馬を、地球に優しい方法で、デザインする、会社 という意味を込めています。 

3.ＥＤＥＮ計画を核とした循環型地域産業の創造 



これらの取組により目指すものとは？ 

原発被害を受けた被災地として、 

逆境を飛躍に変える復興を目指します！ 

世代間交流の活発な集落 

高効率の農業 

環境負荷の少ない都市 

再生可能エネルギー 

スマートシティ 

脱原発 

コンパクトシティ 

コンパクトシティ 

 経済的価値  環境価値  社会的価値 

①創造される価値 



9 

三区全体の発展 

環境教育 

ＥＤＥＮ による加
工・販売ルート構築 

公共交通・地域交通 

健康継続都市 

   都市との交流 

ロボット産業集積 

工業団地の整備 

福祉のＩＴ化 

コンパクトシティ 

野馬追観光都市 

医療ネットワークの
構築・ＩＴ化 

南相馬市の将来的発展 


